
武
―――
■
鮒

（
ヽ
１０
回
）
　

宮
野
壮
太
郎
（
Ｓ
日
国
）

・高囀帥岬̈
一一̈̈
一　蹴峨一躙｛『３３３‐回〕

ｏ
新
人
生

伊
藤
嘉
浩

（
Ｓ
３４
回
）
　

広
中
　
聡

（
Ｓ
３５
回
）

竹
内
多
美
子

（
Ｓ
３５
回
）
　
　
　
　
以
上
２４
名

経
過昭

和
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日
天
皇
誕
生
日
に
、

当
会
の
初
代
会
長
で
あ
り
現
名
誉
会
長
の
島
内
武
文

働
一
〔
榊
鉱
麟
嘲
劉
紳
呻
騨
嘘
蜘
脚
爆
れ
に
は
腹
“

十
九
年
に
入
学
さ
れ
た
後
輩
諸
君
の
歓
迎
会
も
兼
ね

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
島
会
長
に
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
並
び
に
新
入
生

へ
の
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
引
続
き
島
内
名
誉
会
長

へ
、
会
員
の
総
意
に
よ
り
お
祝
い
の
記
念
品
を
小
島

会
長
よ
り
お
贈
り
し
、
島
内
先
生
よ
り
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
東
北
大
新
入
学
生
四
名
の
内

三
名
出
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
抱

負
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
、
和
気
蔦
々
の
内
に
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
如
く

最
後

に

「
六
中
健
児
の
歌
」
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
散
会
政
し

ま
し
た
。

島
内
先
輩
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

官
城
朝
陽
同
窓
会

ｏ
島
内
名
誉
会
長
叙
勲
を
祝
う
会
　
並
び
に

東
北
大
学
新
入
学
生
歓
迎
会
報
告

同
時
　
昭
和
五
十
九
年
六
月
八
日
（企
）

午
後
六
時

―
八
時

会
場

ホ
テ
ル

ｒ
ニ

ー
モ
リ
ス
ニ

仙
台
市
東
北
大
学
病
院
斜
め
向
い
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一友
人
、
森
六
閉
取
締
役
本
部
長
吉
岡
修
氏
が
商
用
に

一鹿
島
建
設
に
内
定
離
仙
さ
れ
ま
す
の
で
新
入
学
生
の

一伊
赫
鶴
嘲
請
が
割
婦
擁
権
嚇
瑚
浸
軌
は
」
は
Ｆ

」
を

一斉
唱
、
来
年
ま
た
会
う
目
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し

一蹴
ば

い

一　
‐
毎
号
任
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
宙
城
県
に
転
勤

電
話
〇
三
二
二
―
二
四
―
二
一
二
一　
内
五
〇

暉

―

響

属

１

‥

壌

機

燿

馨

量

●


